
48

み

ず

が

ね

き

よ

い

汞
淨

す

さ

ま

じ

い

あ

さ

い

淒
淺
ど

ろ

　

し

ず

む

淤
淪
に

ご

る

　

　

ふ

さ

ぐ

渾
湮
さ

ら

う

　

　

ぜ

に

渫
湶
は

や

せ

　

　

と
ど
ま
る

湍
渟
し

ず

む

　

　

み

た

す

湎
滿
か

わ

る

　

　

お

よ

ぐ

渝
游
た

に

　

ひ

ろ

い

溪
滉り・

溷

水の文化書誌 《アジアの水》4

ア
ジ
ア
の
国
々
は
歴
史
、
民
族
、
気
候
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
も
の
の
、
水
の
文
化
に
つ
い
て
は
「
水
の
神
」「
水
辺
空

間
」「
灌
漑
農
業
」
に
関
す
る
書
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い

る
。那

谷
敏
郎
著
『
龍
と
蛇
〈
ナ
ー
ガ
〉』（
集
英
社
、
２
０
０

０
年
）
は
、
龍
蛇
ナ
ー
ガ
（
イ
ン
ド
神
話
に
表
れ
る
大
蛇
・

龍
の
こ
と
で
、
宇
宙
の
最
下
層
を
な
す
冥
界
・
水
界
・
地
下

界
を
代
表
す
る
と
い
わ
れ
る
）
が
統
治
者
の
権
威
の
象
徴
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
水
の
神
と
し
て
ア
ジ
ア
の
人
々
の

暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
著
し
て
い
る
。
ネ
パ

ー
ル
で
は
、
少
女
の
生
き
神
で
あ
る
ク
マ
リ
が
、
ナ
ー
ガ
の

首
飾
り
を
つ
け
て
い
る
。
ナ
ー
ガ
は
雷
に
よ
る
火
災
を
避
け
、

慈
雨
を
も
た
ら
す
も
の
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
メ
ー
ト
・
ジ
ュ
ム
サ
イ
著
『
水
の
神
ナ
ー
ガ
』（
鹿
島
出

版
会
、
１
９
９
２
年
）
で
は
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
、
タ
ー
チ
ー
ン
川
、
バ
ー

ン
バ
コ
ン
川
が
運
河
で
結
ば
れ
て
お
り
、
高
床
式
木
造
に
よ

る
寺
院
の
僧
坊
、
講
堂
、
経
堂
は
水
際
に
建
立
さ
れ
、
住
民

は
移
動
可
能
な
水
上
集
落
を
形
成
、
日
常
生
活
で
水
の
神
ナ

ー
ガ
を
敬
い
、
水
環
境
と
調
和
し
た
水
辺
文
化
を
つ
く
り
だ

し
た
、
と
あ
る
。

ナ
ー
ガ
に
関
わ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
比
較
に
つ
い

て
は
、
勉
誠
出
版
編
・
発
行
『
ア
ジ
ア
遊
学
（
第
28
号
）
ド
ラ

ゴ
ン
・
ナ
ー
ガ
・
龍
』（
２
０
０
１
年
）
が
興
味
を
惹
く
。

水
の
神
ナ
ー
ガ
に
守
ら
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
は
12
世
紀
か
ら
13
世
紀

に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
宗
教
都
城
で
あ
る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

Ｐ
・
グ
ロ
リ
エ
著
『
西
欧
が
見
た
ア
ン
コ
ー
ル
』（
連
合
出
版
、

１
９
９
７
年
）
は
、
こ
れ
ら
の
都
を
満
々
と
水
を
た
た
え
た

水
路
網
に
囲
ま
れ
た
、
巨
大
な
水
利
都
市
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
こ
の
書
の
中
で
石
澤
良
昭
氏
（
上
智
大
学
教
授
）
は
、

水
利
灌
漑
網
に
よ
り
、
年
二
毛
作
と
な
り
、
高
度
な
農
業
生

産
高
が
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
が
、
さ
ら
な

る
寺
院
の
建
立
の
た
め
の
過
度
な
熱
帯
林
の
伐
採
と
土
地
の

開
発
が
、
や
が
て
降
雨
量
の
減
少
を
ま
ね
き
、
森
林
の
保
水

機
能
を
失
わ
せ
、
こ
の
結
果
、
水
利
灌
漑
網
の
破
綻
を
も
た

ら
し
、
隣
国
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
に
敗
北
し
た
こ
と
と
相
ま
っ

て
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
滅
亡
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
解
説
し
て
い
る
。

藤
田
和
子
編
『
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
水
と
社
会
環
境
』

（
世
界
思
想
社
、
２
０
０
２
年
）
で
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の

水
利
都
市
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
が
引
き
起
こ
し
た
虐

殺
と
飢
え
と
い
う
、
不
幸
な
時
代
が
あ
っ
た
。
清
野
真
巳
子

著
『
禁
じ
ら
れ
た
稲
』（
連
合
出
版
、
２
０
０
１
年
）
に
は
、

１
９
７
５
年
か
ら
７
８
年
に
か
け
て
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
が

国
民
を
巨
大
な
貯
水
池
、
水
路
、
堤
防
の
建
設
に
駆
り
出
さ

せ
、
伝
統
的
な
浮
き
稲
栽
培
を
禁
止
さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
の

建
設
は
、
貧
困
脱
却
の
た
め
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
水
利
灌
漑

網
に
よ
る
農
業
繁
栄
の
再
現
を
図
っ
た
も
の
と
著
者
は
推
論

し
て
い
る
が
、
長
大
な
水
路
建
設
は
失
敗
に
終
わ
り
、
今
で

も
ほ
と
ん
ど
使
用
不
可
能
な
ま
ま
、
全
土
に
残
っ
て
い
る
と

い
う
。

榧
根
勇
著
『
水
と
女
神
の
風
土
』（
古
今
書
院
、
２
０
０

２
年
）
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
明
と
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
女
神
、

バ
リ
島
の
稲
作
社
会
と
ス
リ
女
神
を
論
じ
る
。
バ
リ
島
に
は

ス
バ
ッ
ク
と
い
う
伝
統
的
な
水
利
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
取
水
堰
か
ら
ト
ン
ネ
ル
、
水
路
、
分
水
堰
、
末
端
水
路

ま
で
水
を
公
平
に
配
分
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
、
通
常
、
共

通
の
水
源
を
有
し
、
１
つ
以
上
の
分
水
寺
院
を
持
ち
、
規

約
・
水
利
組
織
を
持
ち
、
取
水
堰
の
近
く
に
堰
堤
寺
院
が
あ

る
場
合
が
多
い
。
取
水
堰
や
分
水
堰
の
わ
き
に
、
必
ず
祭
壇

が
造
ら
れ
、
水
の
神
デ
ワ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
田
の
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
稲
の
神
デ
ウ
ィ
・
ス
リ

を
祀
る
小
さ
な
祭
壇
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

家
永
泰
光
著
『
東
南
ア
ジ
ア
の
水
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

１
９
６
９
年
）
で
は
、
ス
バ
ッ
ク
の
定
款
規
約
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、「
組
合
員
は
寺
を
造
り
、
水
の
神
及
び
稲
の
神
を

祭
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
植
え
付
け
前
灌
漑
当
初
に
お
い
て
祭
り

を
行
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
植
え
付
け
後
、
年

３
回
豊
穣
祈
願
祭
を
行
い
、
祭
り
の
費
用
は
す
べ
て
ス
バ
ッ

ク
の
負
担
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
リ
人
が
水

の
神
や
稲
の
神
を
水
利
制
度
に
取
り
入
れ
、
敬
愛
す
る
精
神

に
は
驚
か
さ
れ
る
。

さ
て
、
通
商
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
沿
岸
部
分
に

は
、
物
資
の
集
産
地
、
積
み
替
え
地
、
風
待
ち
地
、
水
の
補
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滓
む
し
あ
つ
い

さ
か
の
ぼ
る

溽
溯
ひ

た

す

　

　

は

び

こ

る

溲
滔
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滸
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ぎ

る

　

　

こ

ん
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滾
漿
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み

る

　

　

す

す

ぐ

滲
漱
と
ど
こ
お
る

み

な

ぎ

る

滯
漲

給
地
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
都
市
が
発
展
し
て
く
る
。
中
で

も
「
東
洋
の
ヴ
ェ
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
中
国
・
蘇
州
に
つ
い

て
、
陣
内
秀
信
・
高
村
雅
彦
・
木
津
雅
代
・
阮
儀
三
著
『
中

国
の
水
郷
都
市
』（
鹿
島
出
版
会
、
１
９
９
３
年
）
は
、
運

河
が
蘇
州
と
そ
の
周
辺
地
方
を
つ
な
げ
る
水
の
文
化
都
市
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
中
村
茂
樹
・
畔
柳
昭
雄
・
石
田
卓
矢
著
『
ア
ジ
ア
の

水
辺
空
間
』（
鹿
島
出
版
会
、
１
９
９
９
年
）
で
は
、
水
辺
の

暮
ら
し
、
集
落
、
住
居
、
文
化
に
つ
い
て
、
水
上
か
ら
水
辺
、

そ
し
て
陸
上
へ
と
変
遷
し
て
い
く
様
子
を
追
求
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
降
雨
に
よ
っ
て
、
古
代
か
ら
ア

ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
は
稲
が
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
桜
井
由

躬
雄
著
『
米
に
生
き
る
人
々
』（
集
英
社
、
２
０
０
０
年
）

で
は
、「
イ
モ
の
収
穫
は
多
い
が
、
腐
り
や
す
く
保
存
が
困

難
で
あ
り
、
蓄
積
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
米
の
よ
う
に

財
産
、
税
金
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
土
地
を
基
盤
と

す
る
稲
作
が
社
会
を
つ
く
り
、
国
家
と
文
化
を
形
成
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
「
米
は
民
族
の
心
」
と
い
わ
れ

る
所
以
で
あ
ろ
う
。

稲
作
で
は
「
水
の
有
効
利
用
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
く
る
。
真
勢
徹
著
『
水
が
つ
く
っ
た
ア
ジ
ア
』（
家
の

光
協
会
、
１
９
９
４
年
）
で
は
、
世
界
の
米
の
生
産
量
は
約

５
億
ト
ン
と
い
わ
れ
、
そ
の
90
％
が
ア
ジ
ア
で
生
産
さ
れ
、

稲
作
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
の
農
業
は
「
水
」
と
不
可
分
な

関
係
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た
と
論
じ
て
い
る
。

福
田
仁
志
編
『
ア
ジ
ア
の
灌
漑
農
業
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
、
１
９
７
６
年
）
は
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、

イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
の
灌
漑
農

業
の
展
開
を
紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
堀
井
健
三
・
篠
田
隆
・
多
田
博
一
編
『
ア
ジ
ア

の
灌
漑
制
度
』（
新
評
論
、
１
９
９
６
年
）
で
は
、
中
国
の

四
川
省
成
都
平
原
の
灌
漑
、
韓
国
の
漢
江
農
地
改
良
組
合
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
部
ル
ソ
ン
平
野
の
非
灌
漑
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
灌
漑
政
策
、
タ
イ
の
焼
畑
栽
培
民
に
お
け
る
灌
漑
稲
作
の

導
入
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ャ
ウ
セ
ー
地
方
の
河
川
灌
漑
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
浅
管
井
戸
灌
漑
、
ネ
パ
ー
ル
の
タ
ラ
イ
平

野
部
の
開
発
と
水
利
組
合
、
イ
ン
ド
の
小
規
模
・
大
規
模
灌

漑
の
発
達
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
用
水
路
・
地
下
水
灌
漑
、
イ
ラ

ン
の
東
部
地
方
の
地
下
水
灌
漑
、
エ
ジ
プ
ト
の
灌
漑
制
度
な

ど
、
12
カ
国
の
多
様
な
灌
漑
の
姿
が
描
か
れ
た
論
考
と
な
っ

て
い
る
。

イ
ン
ド
の
灌
漑
面
積
は
中
国
に
つ
い
で
世
界
第
２
位
で
あ

る
。
イ
ン
ド
で
は
小
規
模
・
大
規
模
の
灌
漑
用
水
路
が
多
数

建
造
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
灌
漑
技
術
の
発
達
と
灌
漑
行
政

制
度
に
関
す
る
多
田
博
一
著
『
イ
ン
ド
の
大
地
と
水
』（
日
本

経
済
評
論
社
、
１
９
９
２
年
）
は
労
作
と
い
え
る
。
こ
の
書

は
イ
ギ
リ
ス
統
治
以
前
の
つ
る
べ
井
戸
、
溜
池
、
小
河
川
に

よ
る
伝
統
的
な
灌
漑
農
業
の
変
遷
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会

社
の
公
共
事
業
の
役
割
を
詳
述
す
る
。
さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
本
国
の
ト
マ
ソ
ン
大
学
で
教
育
を
受
け
た
土
木
技
術
者
工

兵
将
校
た
ち
が
悪
戦
苦
闘
の
す
え
、
ガ
ン
ガ
ー
河
か
ら
引
水

の
ガ
ン
ガ
ー
用
水
路
を
１
８
５
４
年
に
建
造
し
た
こ
と
を
紹

介
し
、
こ
の
用
水
路
の
完
成
が
、
今
日
の
河
川
用
水
路
灌
漑

技
術
と
灌
漑
農
業
の
発
展
を
確
立
し
た
と
論
じ
、
工
兵
将
校

た
ち
の
功
績
を
評
価
す
る
。

中
村
尚
司
著
『
ス
リ
ラ
ン
カ
水
利
研
究
序
説
』（
論
創
社
、

１
９
８
８
年
）
は
、
古
代
か
ら
始
ま
り
、
１
５
０
５
年
か
ら

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
１
６
６
５
年
か
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
、
１
７
９

６
年
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
時
代
、
１
９
４
８
年
独
立

後
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
水
利
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
デ
ー
ワ
フ
ワ
地
区
の
灌
漑
や
、
１
世
紀
頃
に
シ
ン
ハ

ラ
王
朝
の
下
で
大
灌
漑
事
業
が
行
わ
れ
た
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ

地
方
（
湿
地
村
落
）
の
水
利
と
農
業
を
考
察
し
て
い
る
。
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
、
パ
ラ
ク
ラ
マ
バ
ー
フ
王
（
在
位
１
１
４
０

〜
８
４
年
）
が
「
真
に
一
滴
の
雨
水
と
い
え
ど
も
人
間
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
大
海
へ
流
れ
出
る
こ
と
を
許
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
で
も
水
を
無
駄
に

し
な
い
貯
水
思
想
が
生
き
て
お
り
、
貯
水
量
の
過
不
足
を
調

整
し
、
水
系
を
越
え
て
導
水
す
る
た
め
の
水
路
工
法
な
ど
を

水
利
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
国
際
地
域
研
究
所
編

『
東
南
ア
ジ
ア
・
農
業
と
水
』（
龍
渓
書
舎
、
１
９
８
９
年
）、

水
野
寿
彦
著
『
生
物
学
者
の
み
た
東
南
ア
ジ
ア
の
湖
沼
』（
日

本
放
送
出
版
協
会
、
１
９
８
０
年
）、
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協

会
編
・
発
行
『
水
を
め
ぐ
る
21
世
紀
の
危
機
』（
１
９
９
８
年
）

の
３
冊
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。


